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診察室８ 

 と 

診察室１９ 

 が 

壁を挟んで並んでいる 

 

なんで 

診察室８の隣が 

診察室１９なんだろう 

この待合室に来る度に疑問が浮かぶ 

 

 

いつもの 

診察室８の目の前のベンチに座って 

順番を待つ 

 

左奥の廊下から 

今日も 

赤ちゃんや幼い子どもの声が聞こえる 

長い待ち時間 

機嫌よく燥いでいる子 

疲れてぐずっている子 

 

お父さんやお母さんが 

控えめに 

囁くような声で 

子どもをあやしている 

 

ふふふ 



と優しく笑っているのは 

誰の声だろう 

 

静かに反響する声を聞きながら 

だんだん眠たくなってきて 

少しだけ、と 

瞼を閉じると 

隣に誰か 

付き添いが居るみたいな 

微かな温もり…… 

 

 

……と 

扉が開いた気配がして 

瞼を開くと 

診察室１９から 

初老の母とその息子らしき 

ふたり連れが出てきた 

 

ずいぶん長い時間 

先生の話を聞いていたようで 

看護師さんからの労いの声掛けに 

ふたりとも疲れた顔で応えていた 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊ 川鍋のぶつぶつ独り言 ＊＊ 

今年もまた年末という季節がやってきました。 

この連載の１２月の回は、毎度この一年の締めくくり挨拶になってしまいます。 

２０２３年は、２０２０年～２０２２年に比べて、外でお酒を飲める機会が回復して

きたことが嬉しかったです。 

それから、川鍋さくとしての活動というわけではありませんが、プライベートの方面

でとにかく色んな新しい学習をする一年でした。 

こどもの頃は勉強は「やらなければいけない」事として捉えていたので、どうしても

嫌々ながらなんとかやり過ごしていましたが、大人になって、自分から興味を持って

勉強をすると楽しいですね。 



そんな具合で２０２３年は詩作や詩に関わる活動に注げるエネルギーが少し減ってし

まったところもあります。来年からは、お酒だけでなく詩活動に注ぐエネルギーも少

しずつ回復させたいところです。 

いやしかし、やりたい事がどんどん増えて膨らんでいきます。 

千手観音様のように、手がたくさんあったらなと思ったり……。 

 

何はともあれ、皆さま良い年末年始をお過ごしください。 

 


